　　　　　
あとがき

国の為重きつとめを果し得て

矢玉尽き果て散るぞ悲しき　　
冒頭から、何なの！実は‥（作家・梯久美子）の知る人ぞ知る
智謀を尽くした戦略で、米軍を恐れさせた（陸軍中将・硫黄島総司令官栗林忠道）の
（散るぞ悲しき）での一首である。
如何に本土空襲を遅らせるか（中略）、との戦いであったと記されている。

が‥しかし昭和二十年三月十日、東京が焼け野原と化しまった、世に言う東京大空襲である。
余りにも悲惨な戦いに感銘し、幾度となく目頭を熱くした。
時は、平成の時代となり団塊の世代が挙って定年退職をし

日々、平和に暮らせる事の幸せを改めて感謝しなくてはならない。
　
さて、業界も戦後、低料金騒動があり環衛法（別名、業界安定法）が施行された。
しかし、これに責任を感じ尊い命を犠牲にされた方が居られた事は周知の通りである。

如何にベンチャー企業が業界に参入しようとも、先人達が命を張って築き上げた
基本的な事だけは忘れてはならない。

事実、永き間その恩恵を受けて来られたからこそ、今が有るのではないでしょうか。
各書類の？欄へ貴方の名前を記す事の空しさか、ペンの重さが指先へと伝わる。
因みに小生、昭和二十年三月十日生である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（県広報部長　渡　
　　　　　
